社会科 年間指導案

平成10年度 第一学年（地理的分野）

年間指導目標
①現代をとらえ、未来を考えるために、世界の様々な地域やその文化の特色を知り、その比較を通じてそれらの関係や課題を考える力を養う。

②調査・発表・討論を通じてお互いの考えを比較したり、まとめたりする力を養う。

方針 ①世界の構造的に関連の深い地域を取り上げ、比較する。

     ②シュミレーションや討論を行うことによって各地域の人々の気持ちになって考えられるようにする。

月
単元名
時
単元目標
学習活動及び内容
観点別学習状況評価






関心・意欲・態度
社会的な思考判断
資料活用の技能表現
知識理解

４
地図なんて怖くない
３
(1)地球の大まかな自然の様子に触れ、地図の使い方を学ぶ

(2)地図や地球儀を使いながら、世界には地域や多くの国々があることを学ぶ
１地図を使いながら、主な海洋・大陸・山河・砂漠の位置を調べ、プリントにまとめる。

２班ごとに知っている国をあげ、地図を使いながら地域ごとに分類する。
 地図や地球儀に関心を持ち、世界の山河・砂漠や国々をすすんで調べようとする。
 地球上には自然がつくりだした、山河・砂漠などの地形と人為的に分けられた地域や国があることに気が付く。
 地図や地球儀から様々な情報を読み取ることができる。
 世界の主な大陸・海洋・山河・砂漠、国々の名前と位置がわかる

４・５
「所」かわれば「くらし」も変わる
12
(1)世界の地域によって様々なくらしがあり、くらしの違いは気候・文化など様々な要因があることに気付く。（異文化理解）

(2)課題解決学習をすすめるため、課題設定の仕方・調べ方・発表の仕方の基礎を身につける。
１地域ごとのくらしの特色を知るための調査項目を設定し、調べる。

２調査の結果を模造紙、TPシートなどにまとめ、様々な形式での発表を行う。

３発表会の後、意見交換を行い、世界各地の生活の様子やその違いをシートにまとめる
 人々のくらしについて興味を持ち資料を使って調べ発表しようとする
 人々の生活の違いを、自然的条件や社会的条件に関連させながら考えることができる。
 課題解決に必要な資料を選択したり効果的に利用し、発表することができる。
 世界の人々のくらしの多様性と工夫を理解できる。

９・eq \o(\s\do 2(１),\s\do-3(０))
21世紀のリーダーはアメリカ？それとも中国？
14
アメリカ・中国の特色や現状を知り、国際社会の中で21世紀をリードするのはどちらかを考える。
１それぞれの国の特色・現状・問題点を調査する。

２「21世紀をリードするのは、アメリカか？中国か？」というテーマで討論会を行う。
  アメリカ・中国の特色や現状に関心を持ち、すすんで調べ、討論を行おうとする。
 国力と国際社会の中での影響力の大きさの間に関係があることに気が付く。
 討論会に必要な資料を集め、効果的に使うことができる。
アメリカ・中国の特色や現状がわかる。

１・２・３
貧困のアフリカVS富めるヨーロッパ
14
国際会議のシュミレーションを通じて、アフリカとヨーロッパの特色・現状と抱えている問題を知り、それらの間に深いかかわりがあることを学ぶ。
１アフリカ・ヨーロッパの現状を知る。

２それぞれの地域の抱えている課題・問題を調査し、「アフリカ・ヨーロッパを未来を考える」というテーマで模擬国際会議を行う。
 アフリカ・ヨーロッパの現状に関心を持ち課題や問題を調べようとする。
 それぞれの地域の課題や問題の間に関係があることに気が付く。

 現状を打開するための方向を考えることができる。
 模擬国際会議に必要な資料を集め、効果的に使うことができる。
アフリカ・ヨーロッパの特色や現状がわかる。
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